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やっとやっとこの日を迎えることが出来ました。
2019年1月に初めて式場見学に来てから約2年。
思うように準備も進められず、本当に挙げられるのか
式をすること自体良くないのかなど色々なことを
考える日々でしたが、小野さんがいてくだされば
大丈夫という絶対的な安心感がありました。
コロナに振りまわされながら挙式のみにするという
決断やさらなる延期などありましたが、諦めず
この日を迎えることが出来て本当に良かったと
思って います。

BRIDE AND GROOM VOICE

さまざまな想いで結婚式を迎えられる新郎新婦のお二人。
色々趣向を凝らしながらご準備を進めておられる方が沢山
いらっしゃいます。
このような状況下だからこそ、結婚式を開催することの良さ 
はたくさんあることを結婚式当日を見て実感しています。
些細なことでも、小野さんに任せたら大 丈夫という安心感を
新郎新婦様に感じていただけるようなプロデューサーを
心がけます。

 の新郎新婦様に結婚式のすばらしさを届けて
いきます。
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挙式で伝わる伝える感謝
二人の願いとともに

STORY

March 20, 2021 Wedding attendance: 挙式 36/

大切にしたい「想い」&ゆずれない「願い」 
医療従事者だからこそゲストの安心・安全を何より大切にする
ゲストの安全があるから二人はより笑顔により幸せになる
結婚式のスタイルは人の数だけアレンジできる 
一緒に過ごす時間の“長さ”ではなく
二人の想いを“どのように” “何”を伝えるか
カタチにこだわらずゲストと会える時間を大切にする 
挙式にすべての想いを込めてゲストへ届ける
心に秘める感謝の想い
会うことで伝わる「喜び」広がる「幸せ」心に響く「感動」
人が集うことで生まれるたくさんの「幸せ」
幸せのカタチは人それぞれ 
二人の誓いを未来へつなぐあたたかいセレモニーWedding

ArtGrace NEXT ASHIYA
の中でつながる
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PARENT’S VOICE

新郎母: 
ゲストへの感謝の気持ちでいっぱいです。束の間ではありましたが、挙式リハーサル中、
フラワーシャワー後の写真タイムで息子と話すことができたことがとても嬉しく、
最高の想い出です。
新婦母: 気持ちを考えるといたたまれない時期もありましたが、本当にこの日を迎える
ことができてよかったです。娘の幸せそうな表情を見るとこみあげてくるものがあり、
いろいろな感情が混じって涙があふれてきました。住んでいる場所や仕事柄、参列
できなかった姉家族も、少しの間ではありますが、新婦と祖母と会う時間を作れ
たことがとても嬉しかったです。

幸せを未来につなぐ ゲストとのふれあいタイム

両親へ記念品贈呈
披露宴がなくても伝わる 親へ届ける感謝の想い

記念品に想いを託し素直になれないメッセージを手紙にして
想いをカタチに届ける親子の特別な時間

挙式の中で伝えるからこそ感動がより大きくなる

少ない人数だからこそ一人でも多くのゲストに証人になってもらいたい
大半のゲストはバージンロード側に着席いただいて参加してもらう
二人の誓いにゲストが関わることができる瞬間
ゲストの想いをのせて
二人は幸せになる

新郎入場

新婦入場

誓いの言葉

リングリレー

指輪の交換

誓いのキス

結婚証明書署名

立会人署名

結婚承認

記念品贈呈  両親へ

新郎新婦退場 

フラワーシャワー

【リングリレー】

立会人は当日のサプライズ呼び出し 
サインの代わりに代表のお花を挿す

ゲストの想いをのせた指輪は
両家父から二人へ届ける

『人前式』
～二人の想いをのせて～


